
2024年度
緑の国際ボランティア研修

カンボジア国
2025年2月13日～2月21日

本研修は、国際緑化活動の重要性および
「緑の募金」の果たす役割についての理解を促進し、
将来の国際緑化協力人材を養成することを目的として

カンボジア国にて実施しました。

本研修は、公益社団法人 国土緑化推進機構が推進する
「緑の募金」を活用して実施しました。
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公益社団法人 国土緑化推進機構 

常務理事 今泉 裕治 

 

 2025年 2月 13日（木）から 9日間の日程で「緑の国際ボランティア研修」を開催し、

無事に終了することができました。本研修を共催いただいた NPO 法人 環境修復保全機

構の三原理事長をはじめスタッフの皆様には、企画段階から研修員の募集・選考、訪

問先等との連絡調整、研修員へのサポート、そして成果のとりまとめ（本報告書の編

纂）に至るまで、プロフェッショナルで細やかな対応をいただき、研修を成功に導い

ていただいたことに対し、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。また、カンボ

ジア側カウンターパートとして本研修を受け入れていただいたカンボジア王立農業大

学のDr. Borarin BUNTONG氏をはじめ同大学当局の皆様にも、多大なご理解・ご協力に

感謝申し上げます。 

 今回の研修には、日本の大学で多様な分野の専攻に属する学生 10 名とカンボジア王

立農業大学の学生 3 名の計 13 名が研修員として参加され、国籍も専門分野も異なる者

どうしにも関わらず、互いを尊重し理解を深めながら（時にはぶつかりながらも）、

精力的にグループワークなどに取り組んでいただきました。研修の内容や準備など至

らない点も多々あったかと思いますが、皆さんが無事に研修を修了され、相応の達成

感を得られた様子であることに安堵しているところです。 

 本研修の財源となっている「緑の募金」は、第二次世界大戦前後に荒廃した国土に

緑をよみがえらせるため 1950 年に開始された「緑の羽根募金」を前身とし、30 年前の

1995 年に「緑の募金法」が制定されたのを機に「緑の募金」へ改称するとともに、国

内はもとより海外の森林の整備や緑化の推進にも活用させていただいています。 

 我が国は、戦後からの国民挙げての国土緑化運動の取組により、活力ある緑と豊か

な森林を取り戻すことができましたが、世界を見ると、開発途上国を中心に、人口爆

発や気候変動（地球温暖化）等を背景として多

くの人が貧困や農地の荒廃（砂漠化）、森林の

減少・劣化などに直面し、これらが国や地域の

経済・社会の持続的な発展を阻害する要因とな

っているほか、生物多様性の喪失などの地球環

境問題の悪化にもつながっています。 

 そのような中、「緑の募金」による国際協力

事業の主力事業の一つとして本研修を開催し、

次代を担う若者たちに世界の森林や社会の現状

「緑の国際ボランティア研修」を主催して 



ii 
 

を直に見聞し、異文化に触れ、考える機会を与えられたことは、「森づくり・人づく

り」を通じて「人間が豊かな緑と水に恵まれた生活を維持できる」世界を目指すとい

う「緑の募金法」の趣旨に合致した大変意義深いことと考えます。 

 これまで「緑の募金」にご寄附をいただいた多くの日本の市民や企業等の皆様に、

あらためて心から感謝申し上げますとともに、研修員の皆さんにも、「緑の募金」が

今回の貴重な経験を可能にしてくれたことを忘れず、将来、就職して収入が得られる

ようになったら、皆さんの後輩たちが同じような貴重な経験の機会を得られるよう、

募金へのご協力をお願いする次第です。研修員の皆様が、今回の経験を糧に、これか

らの世界の持続可能な発展に大いに貢献されることを祈念する次第です。 
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本研修は、カンボジア国における森林減少や環境劣化の深刻な状況を踏まえ、国際

緑化活動の重要性および「緑の募金」の果たす役割についての理解を促進することを

目的として実施いたしました。研修では、現地大学および NGO との連携のもと、植林

活動地の視察や植栽作業への参加、小中学校における啓発活動支援、農山村地域にお

ける実地調査、地域住民との意見交換等を通じて、森林保全の取組や持続可能な地域

づくりの実態について理解を深める貴重な機会となりました。また、現地学生との協

働活動や交流を通じて、国際協力における多様な価値観への理解と実践的なコミュニ

ケーション能力の向上も図られました。本冊子は、こうした研修の成果を広く発信す

るとともに、国際緑化活動に対する社会的関心を高め、将来の事業実施に資する資料

とすることを目的として作成するものです。  

研修の目的と本報告書について 
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(1) 日本国から参加の研修員 

 

(2) カンボジア国から参加の研修員 

 

(3) 主催団体： 公益社団法人 国土緑化推進機構（研修統括） 

No. 氏名 所属 

1 今泉 裕治* IMAIZUMI Yuji 常務理事 

2 箕輪 和香奈 MINOWA Wakana 募金業務部 課長 

 

(4) 共催団体： 特定非営利活動法人 環境修復保全機構（事前研修・現地研修対応等） 

No. 氏名 所属・職階 

1 三原 真智人 MIHARA Machito 理事長・本部 管理センター長 / 東京農業大学 教授 

2 河邊 久美子 KAWABE Kumiko 理事（普及担当）、本部 普及センター長 

3 青木 景子* AOKI Keiko 本部 普及センター事務室長 

4 鈴木 厚 SUZUKI Atsushi 本部 管理センター事務室長 

5 上野 貴司* UENO Takashi 本部 管理センター事務室参与 

6 RORNG Viream カンボジア支局 Associate Program Coordinator 

7 VA Sreylen カンボジア支局 Assistant Program Coordinator 

*カンボジア国における現地研修の随行者  

No. 氏名 所属・学年 

1 地行 響希 CHIGYO Hibiki 東京農業大学 国際食料情報学部 2年 

2 平田 将晴 HIRATA Masaharu            北海道大学 農学部 3年 

3 込谷 可菜 KOMIYA Kana 青山学院大学 地球社会共生学部 2年 

4 三浦 公希 MIURA Koki 獨協大学 外国語学部 3年 

5 清水 葉 SHIMIZU Yo 信州大学 農学部 1年 

6 宋 為 SONG Wei 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 1年 

7 高橋 奈々 TAKAHASHI Nana 北海道大学 農学部 4年 

8 王 嘉鈺 WANG Jiayu 北海道大学大学院 農学院 1年 

9 渡戸 崇弘 WATADO Takahiro 東京農工大学 農学部 2年 

10 周 文佳 ZHOU Wenjia                東京大学 工学部 2年 

No. 氏名 所属・職階 

1 CHEN Maniza カンボジア王立農業大学 農産学部 2年 

2 LOEURN Rei カンボジア王立農業大学 農業生物システム工学部 3年 

3 SOPHAL Chamnan カンボジア王立農業大学 農業生物システム工学部 4年 

研修員・実施団体員 
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(1)  説明会（対面）   

日時： 2025 年 1 月 9 日(木) 18：00～19：30 

場所： 東京都千代田区平河町 2-7-4 砂防会館別館 A 棟 2 階蔵王会議室 

内容： 参加者の自己紹介、主催・共催団体紹介、緑の募金および研修趣旨 等 

 

(2)  事前研修（オンライン）  

日時：2025 年 1 月 31 日(金) 13：00～15：30 

場所：オンライン 

内容：講義、グループワーク、渡航準備 等 

 

(3)  現地研修 

日程： 2025 年 2 月 13 日～2 月 21 日（9 日間） 

場所： カンボジア国プノンペン都、トボンクムン州、シェムリアップ州 

日 主なプログラム内容 宿泊地 

1 2/13 
・成田国際空港第１ターミナルより出発（13:20 発） 

・プノンペン国際空港着（23:20 着）、現地集合 
プノンペン 

2 2/14 

・王立博物館訪問、有機廃棄物を再利用した練炭を製造販売する Khmer  

    Green Charcoal 訪問、キリングフィールド訪問 

・カンボジア王立農業大学訪問、グループディスカッション等 

プノンペン 

3 2/15 

・プノンペンからトボンクムン州に移動 

・「緑の募金」植林活動地（小学校）訪問、地域住民と協働での植林地管

理活動（補植等）、小学生への環境教育活動支援等 

トボンクムン 

4 2/16 
・トボンクムン州からシェムリアップ州に移動 

・コミュニティフォレスト訪問（炭素貯留量測定調査）等 
シェムリアップ 

5 2/17 
・「緑の募金」植林活動地（中学校）訪問、中学生と協働での植林地管

理活動（活着率調査・補植等）、中学生への環境教育活動支援等 
シェムリアップ 

6 2/18 
・森林消失が進む農山村域における農村調査、住民との意見交換等 

・生物多様性保護アンコールセンター訪問、グループディスカッション 
シェムリアップ 

7 2/19 

・アンコール自然保護地区への訪問 

・シェムリアップ州からプノンペンに移動 

・グループディスカッション、研修成果発表会準備等 

プノンペン 

8 2/20 

・カンボジア王立農業大学へ訪問、研修成果発表会準備 

・研修成果発表会、研修の振り返り、修了式 等 

・プノンペン国際空港にて現地解散、出発（24:30 発） 

機内泊 

9 2/21 ・成田国際空港着（11:20 着） － 

研修の日程 
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  研修地の概要と主要プログラムの実施結果 
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(1) カンボジア国の概要 

 カンボジア国は、東南アジアのインドシナ半島南部に位置し、タイ、ラオス、ベト

ナムと国境を接しています。国土面積は約 18万平方キロメートル、人口は約 1,600万人

（2023 年時点）で、首都はプノンペンです。国民の多くはクメール人で、仏教が主要

な宗教として広く信仰されています。 

 豊かな自然環境と文化遺産を有するカンボジアは、アンコール遺跡群に代表される

歴史的遺産とともに、多様な森林生態系にも恵まれています。しかし近年は、経済成

長に伴う土地開発や違法伐採により森林面積の減少が深刻化しており、政府は 2030 年

までに国土の 60%以上を森林で覆うという目標を掲げ、保全・再生への取り組みを強

化しています。また、地域住民による持続可能な森林資源の利用と管理を推進する

「コミュニティ林業」も拡大しつつあり、国際協力の下で森林保全活動が進められて

います。 

(2) 研修先の概要と実施結果 

①「緑の募金」植林地 

 本研修の主際団体である国土緑化推進機構は、環境修復保全機構の実施支援の下、

カンボジア国における森林再生プログラムを 2011 年より推進しています。現地の寺

院や学校等の共有地を主な対象として、参加型植林活動や森林保全と生物多様性の

重要性に関するワークショップの開催をこれまでに 6 つの州で実施してきました。

本研修では、2024 年度の事業地であるトボンクムン州の Sraesorm Thymey 小学校お

図 1 カンボジア国において緑の募金により実施している植林活動地と本研修における訪問地 

：緑の募金による植林活動地 

コンポンチャム州 

トボンクムン州 （研修訪問地） 

Sraesorm Thmey 小学校 

プノンペン都（研修訪問地） 

モンドルキリ州 クラチェ州 

シェムリアップ州 （研修訪問地） 

Popel 中学校 

タケオ州 
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よびシェムリアップ州の Popel 中学校へ訪問し、児童や学生と協働での補植活動、

生存率調査を実施しました。更に、研修員が自ら企画した環境教育を目指したワー

クショップを児童や生徒を対象に開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② プノンペン国立博物館とキリングフィールド（プノンペン都） 

 カンボジアの首都にあるプノンペン国立博

物館は、クメール文化と歴史を紹介する国内

最大の博物館です。アンコール時代を中心と

した仏像や彫刻、美術品などを多数所蔵して

おり、カンボジアの豊かな文化遺産を学ぶ貴

重な機会となりました。 

 プノンペン郊外に位置するキリングフィー

ルドは、1975 年から 1979 年のクメール・ル

ージュ政権下で大量虐殺が行われた主要な処

刑場の一つです。現在は慰霊の場として整備

され、仏塔内には約 5,000体の頭蓋骨が収められ、犠牲者の記憶を伝えています。研

修員は、虐殺の歴史を学び、命の尊さと平和の重要性を再認識するとともに、カン

ボジア国の開発課題における特有のニーズ（課題）の影に、過去の殺戮の爪痕が今

も深く残っている現状について認識を深めました。 

写真 1-1 Sraesorm Thymey 小学校における補植と環境教育ワークショップの実施 

写真 1-2 Popel 中学校における補植と環境教育ワークショップの実施 

写真 2 キリングフィールド訪問                         
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③ Khmer Green Charcoal Co,. Ltd.（プノンペン都） 

 Khmer Green Charcoal （KGC）Co., Ltd.は、

ココナッツ殻などの農業廃棄物を原料とした

エコ練炭の製造と販売を行う企業です。従来

の薪や木炭に代わる持続可能な燃料を提供す

ることで、森林伐採の抑制と大気汚染の軽減

を目指しています。また、現地の雇用創出や

廃棄物削減にも貢献しています。本研修で

は、製品開発部の部長（Mr. Narith VONG）に

よる案内の下、練炭工場を見学しながらその

生産工程を視察するとともに、質疑を通じて

環境・経済・社会の調和を目指す持続可能な取り組みについて学びました。 

④ Knapor コミュニティフォレスト（シェムリアップ州） 

 Knapor コミュニティフォレストは、地域主

導で管理・利用されているコミュニティフォ

レストです。地域住民が主体となり、森林資

源の持続可能な利用と保全を目指していま

す。違法伐採の抑制や生物多様性の保護に加

え、エコツーリズムや非木材林産物の活用を

通じて、地域経済の活性化にも貢献していま

す。本研修では、環境保全と地域社会の発展

を両立させる一つのモデルとして注目すると

ともに、敷地の一部をお借りして、樹木の炭

素貯留量の測定手法を実践し学びました。 

⑤ 生物多様性保護アンコールセンター： Angkor Centre for Conservation of 

Biodiversity（ACCB）（シェムリアップ州） 

 生物多様性保護アンコールセンター

（ACCB）は、カンボジア・シェムリアップ

州のプノンクーレン国立公園内、クバール・

スピアン近郊に位置する自然保護センターで

す。2003 年にドイツの Allwetterzoo Münster と

ZGAP（絶滅危惧種保護協会）の支援で設立

され、カンボジア初の野生動物保護施設とし

て知られています。ACCB は、違法取引や密

猟から救出された動物の保護・リハビリ・再

導入を行うとともに、環境教育や地域住民と

写真 3 練炭製造工程の見学 

写真 4 コミュニティフォレスト訪問 

写真 5 野生動物の保護活動の見学 
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の協働、種の繁殖研究など多角的な活動を展開しています。施設では、テナガザル、

センザンコウ、カメ、クジャクなど多様な絶滅危惧種が保護されています。本研修

ではツアーガイドによる説明を通じて、様々な動物の生態や少数化した背景につい

て学ぶとともに、野生動物の生息地の確保や生物多様性の保全において森林が果た

す役割について知見を深めました。 

⑥ トンレサップ漁業コミュニティとそれを支える自然資源（シェムリアップ州） 

トンレサップ湖は東南アジア最大の淡水湖

であり、カンボジアの食料と生計を支える重

要な水資源です。季節ごとの水位変動によ

り、多様な水生生態系と湿地林が広がり、漁

業と森林の共存が見られます。湖周辺には多

数の漁業コミュニティが存在し、漁業資源と

森林の持続可能な管理が地域社会の生活に直

結しています。本研修ではボートに乗って、

漁業コミュニティの暮らしぶりを間近で見学

するととともに、人々の生業と森林との密接

な関わりについて学ぶ貴重な機会を得ることができました。 

 

⑦ Kna Krao 村―森林破壊が進む農山村地（シェムリアップ州） 

Kna Krao 村は、シェムリアップ州の州都か

ら約 50 キロ北に位置し、基幹産業はキャッサ

バやカシュー等の換金作物の栽培と、自家消

費用の稲作です。少なくとも 100 年以上前か

ら人々が定住し、自給自足の生活をおくって

いましたが、2000 年以降の急速なインフラ開

発と農地開拓により、2001 年時点で存在して

いた原生林の 83%が失われました。農業への

依存度が高まる一方で、住民は依然として森

林資源に依存する伝統的な暮らしを営んでお

り、人口増加とともに森林資源の枯渇リスクが年々高まっている状況です。本研修

では、グループ毎に調査テーマを設定して事前準備と計画策定を行い、現地住民の

協力を得ながら農村調査を実施しました。調査方法は、アンケート調査、インタビ

ュー調査、村歩きによる観察等の手法を採用し、各グループでデータを分析し、研

修最後の成果発表会で発掘した課題、気づきなどを共有しました。 

写真 6 漁業コミュニティ訪問 

写真 7 農村調査 
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⑧ アンコール自然保護地区（シェムリアップ州） 

アンコール自然保護地区は、カンボジア北

西部シェムリアップ州に位置し、世界遺産で

あるアンコール遺跡群を中心に、森林や里

山、地域住民の文化的活動を含む広大な地域

です。この地域では、植林や環境教育、持続

可能な資源管理の取り組みが、地域・国際機

関の協力のもとで進められています。本研修

では、UNESCO の世界遺産に登録されている

自然保護地区を訪れ、自然資源や伝統的習

慣、遺跡群の保護と継承の在り方について認

識を深めました。                           

⑨ カンボジア王立農業大学（RUA: Royal University of Agriculture）（プノンペン都） 

1964 年に農林水産省管轄下で設立された王立大学の一つです。RUA は首都プノン

ペンの郊外に位置しており、農学部（Faculty of Agronomy）、畜産学部（Faculty of 

Animal Science）、獣医学部（Faculty of Veterinary Medicine）、森林学部（Faculty of 

Forestry）、水産学部（Faculty of Fisheries and Aquaculture）、農業生物システム工学部

（Faculty of Agricultural Biosystems Engineering）、農業経済農村開発学部（Faculty of 

Agricultural Economics and Rural Development）、農産学部（Faculty of Agro-Industry）等

の全 11 学部で構成されています。本研修では、RUA の研究・イノベーション部門

（Division of Research and Innovation, DRI）を統括する Dr. Borarin BUNTONG センター

長および国際協力企画部門（Planning and International Cooperation Office, PICO）のご

協力のもとで実施されました。学内では、日本とカンボジアから参加した研修員の

交流やグループディスカッションが行われるとともに、Dr. Borarin BUNTONG センタ

ー長をはじめとする学部生・大学院生を迎えて成果発表会を開催しました。成果発

表後のディスカッションでは有意義なフィードバックを得ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 アンコール自然保護地区訪問 

写真 9-1 成果発表会 写真 9-2 修了式 
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Dr. Borarin BUNTONG 

Director, the Division of Research and Innovation (DRI) 

Royal University of Agriculture, Cambodia 

 

This International Green Volunteer Training addresses the urgent challenges of forest 

restoration and sustainable natural resource management, making it highly beneficial for 

communities in Cambodia. Through collaborative reforestation efforts with local residents and 

environmental education activities for children, the program promotes grassroots awareness and 

action. For students at Royal University of Agriculture, Cambodia, it provides a valuable 

opportunity to connect academic knowledge with real-world practice.  

 

（内容の和訳） 

この緑の国際ボランティア研修は、森林再生や持続可能な自然資源管理といった喫

緊の課題に取り組むものであり、カンボジアの地域社会にとって非常に有益です。現

地住民と協働して行う植林活動や、子どもたちへの環境教育活動を通じて、草の根レ

ベルでの意識の向上と行動の促進につながっています。本学の学生にとっても、理論

と実践を結びつける貴重な学びの機会となっています。 

  

現地協力大学より 
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1)    

  研修員による報告 

  2024 年度 緑の国際ボランティア研修（カンボジア国） 

  ~ International Training for Green Volunteers in Cambodia, February 2025 ~ 
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私が見たメコンのけしき 
 

 

 

 

地行 響希 

東京農業大学 国際食料情報学部 国際農業開発学科 2 年  

１．この研修で得たもの 

 今回の研修において得たと思うものが

主に 3 つある。 

1 つ目はフィールド活動をすることで

初めて現地の現実を理解できたという経

験だ。カンボジアにボランティアという

形式で訪問することだったので、カンボ

ジアに対して東南アジアでも国全体が貧

しいほうだと思っていた。しかし実際に

行ってみると、プノンペンやシェムリア

ップなどの主要な都市はとても栄えてお

り、人や交通量の多さや建物や景観が都

会であったことに驚かされた。現地では

小中学生を対象とした環境教育や農村調

査を行ったが、カンボジアでの生活を通

して貧富の格差を感じた。小・中学校の

子供たちの身に着けているベルトや荷物

を見てみると見覚えのあるブランド品が

多かった。本物かはわからないがちゃん

とした身なりであることには変わりなか

った。一方で川辺付近の高床式住居に暮

らす子どもたちはずっと漁業など労働を

しており、都心を離れた町では子供たち

が押し売りしているケースも目撃した。

たとえその国の経済レベルが高かろうが

低かろうが国の中での貧富の差は生じて

いることを感じた。日本は支援制度が充

実しているおかげで貧しくても最低保障

を受けられるが、日本ほど先進国ではな

い地域では支援する財力もなく貧富の差

を縮めずにいると思った。 

 2 つ目は環境教育や農村調査を経験で

きたことだ。そもそも環境教育を海外で

学生の頃に経験できることがとても貴重

なことである。海外へ留学に行き、言語

や現地の文化を学んで吸収することは大

学生でもしている人は多い。しかし、自

分が持っている知識や経験を現地の子供

たちに伝える経験は今回のようなボラン

ティアに参加しない限り大学生で行って

いる人はごく少数である。各グループで

計画を立て実際に講義してそれをフィー

ドバックすることで実際に授業を円滑に

進めるのがどれだけ大変なことかを感じ

ることができた。今回お世話になった

小・中学校や農村ではあたたかい方々に

恵まれて個人的には行いやすかった。将

来日本と海外をつなぐ仕事をしたいと考

えているので、今回の実学は必ず今後の

糧となるだろう。 

 3 つ目は海外での生活や集団生活にお

いて最も重要なことはコミュニケーショ

ン能力と明るさだと感じたことだ。もち

ろん英語などの言語力はもちろん大事で

ある。でもそれ以上に誰とでも打ち解け

られる心と振る舞いが重要だと感じた。

自分はもともとあまり人前にガツガツ出

るタイプではなく、じっと目の前の状況

を見守る性格であったので、ボランティ

アに参加する前は少し心配だった。小・
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中学校でちゃんと講義できるのか、農村

で住民と会話できるのか、それ以前に同

じ研修員の学生とうまくやっていけるか

心配だった。しかし、皆さんが積極的に

話しかけてくださったおかげで私自身も

話しやすく居心地が良かった。もっと楽

しむことを第一に考えとにかく明るく振

る舞うことを重視した。それからは時間

の経過があっという間に感じ、とても充

実した研修を過ごすことができた。他の

研修員の方からも学ぶことは多くあり、

皆が同じ専門領域ではなかったので新た

な角度からの見解を得て、また自分の専

門医ついて共有できたことも良かった。

こちら側が明るく接すれば相手も気さく

に話してくれるため、言語能力のみなら

ず人としてのコミュニケーション能力の

大事さに気づけて良かった。 

２．今後の抱負 

 今回の研修を通してフィールド調査や

環境教育の経験を海外ですることができ、

これは将来考えている進路に大いに役立

つだろう。私の所属する学科が農業開発

なのでその路線にはなると思うが、まず

私は農林水産省の総合職への就職を希望

している。私の大学では様々な実学の経

験を積むことができているが、海外の地

で経験することがあまりできていなかっ

た。特に子供たちへの環境教育は私自身

の中ではとても大きく、異国の地に自国

の農業技術を普及する際にまずこちら側

を信用してもらうことが重要であるため、

今回の環境教育で培うことができた自分

自身の伝えたいことを工夫しながら伝え、

コミュニケーションをしっかりとること

を忘れない大事さというのは、海外への

農業開発には欠かせないことであろう。

私が希望する農林水産省では国際関係の

仕事もあり、海外の方との交渉やディス

カッションがあると思われるので、現場

を知っている点や現場での活動経験があ

るというのはとても大きな強みになるだ

ろう。いつになるかはわからないが、カ

ンボジア以外にもベトナムでの仕事もし

たいと考えており、気候や環境が近しい

地域での活動ができたことも個人的には

有難く、現地で見た農業技術や労働方法

を日本や今後携わる海外地域に活かした

いと考えている。従って、今回の経験は

私の考えている将来に活かせるものが多

く、それを他の人や次の世代にも継承し

ていけるようにしたい。 

３．Message to my buddy 

Dear Maniza, 

Hello, I’m Hibiki. Thanks, Maniza. I’m glad 

to be able to take environmental education and 

rural surveys. During the environmental 

education at the elementary school and junior 

high school, you translated our English into 

Khmer for us. In addition, you incorporated 

various ideas to make it easier for the students 

to participate in the lessons. I was very happy 

about that. If it had only been a simple 

translation from English without your creative 

efforts, the students might have become bored. 

You really helped us a lot. When we were 

preparing the final presentation materials, you 

helped me by summarizing the results of the 

rural survey and creating graphs on my behalf, 

which was very helpful. I couldn’t give you 

much in return. I want to improve my English 

so that next time we meet, we can have more 

conversations. I’m very grateful for your 

support this time. If you ever have time, please 

come visit Japan! 

Hibiki



14 
 

1.5$ = 15GB  
 

 

 

 

平田 将晴 

北海道大学 農学部 応用生命科学科 3 年  

はじめに  

～研修への申込を躊躇しているあなたへ～ 

 1.5$ = 15GB、あなたにはこの意味がわ

かるだろうか？わからないのなら、少な

くともこの研修に申し込む意義がある。

あなたはこれまで何か国の空気を肌で感

じただろうか？夢で見る景色にどのくら

いのバリエーションがあるだろうか？そ

れらはあなたの内面でどんな世界を形成

しているだろうか？ 

 この研修はとにかく濃密である。前日

の午前 1 時まで調査の打ち合わせをし、

朝 5 時に起きてアンコールワットで朝日

を拝む。異国の空気と極限の精神状態が

相まってヤバい脳内麻薬がドバドバであ

る。バスの中でグーグーである。今この

文章を書いている瞬間さえ、あのときの

変性意識状態が残っているのかもしれな

い。 

 この研修は海外未経験者にも大変おス

スメである。特に、日々の退屈な生活に

辟易し、フツウの観光旅行では満足でき

ないそこのキミ！研修はキミのために開

かれている。私も本研修が初の海外経験

であった。何となく東南アジアに憧れが

あり、できるだけ安く 1 週間以上の滞在

ができるプログラムを探していた。そん

ななかこの研修を知り、親に相談したと

ころ、1 週間ちょいで 12 万円は安いらし

い。なら申し込むか～、といった具合。

このくらいの動機で十分でしょう。 

 1.5$ =15GB、研修に参加して全身でカ

ンボジアを体験したなら、きっとこの意

味が、いや少なくとも私の伝えんとして

いる意図が理解できるだろう。この文章

が今読んでいるあなたに何かしらの良い

影響を与えられたなら幸いである。 

総論 ～自分の話～ 

 この文章のメッセージ的な部分は前の

パートに凝縮したので、ここからは自分

語りをしていこうと思う。そもそも、私

はこの研修に実用的な成果は期待してい

なかった。映像や音声ではわからない非

言語的な情報、つまりただ異国の匂いに

包まれて、風に身を任せられれば満足だ

った。よって、文字情報として言語化し

ようとしても、あなたの目に私の体験は

極めてチープな感想文に映るだろう。駄

文お許し願いたい。そんな断り書きはと

もかく、先にも述べた通り私は海外未経

験だったので、カンボジアでの体験全て

が興味深く、刺激的だった。”1.5$ = 

15GB”さえも。 

 まず、参加前に掲げた「非言語情報を

全身で感じる」という目標は大成功に終

わった。カンボジア料理の独特なスパイ

シーさが特有の湿度を伴って漂っている

ような空気の質感、車が走り道路から巻

き上がる土埃。もちろん雨季と乾季で違
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う表情を見せるのだろうが、自分の中で

「カンボジア」という場所を肌感覚とし

て内面化できた実感がある。 

 私は普段札幌に住んでいるが、帰省

(実家は神奈川)のために羽田に降りるた

び、優しいぬくもりとしっとりした空気

に、肩の荷が下りたような安心感を覚え

る。何度往復してもその感覚は変わらな

い。札幌の乾いた空気は、自分でも気づ

かないうちにストレスになっているのだ

ろうか。一般的に、移住先の条件として

まず経済的な充実や治安の良し悪しが挙

げられるのだろうが、私はそれらよりも

土地それぞれの空気や匂いの質感が重要

なように感じる。先述したように最初に

カンボジアに降り立った印象は「スパイ

シーな湿度」。帰路で羽田に着いたとき

に感じたのは「パソコン室のにおいがす

る！」。 

 さて、研修中一番考えていたのは、カ

ンボジアの人々の生活認識である。町中、

郊外問わずとにかくゴミが多い。海外慣

れしている人からすれば当然なのかもし

れないが、特にプラごみがそこら中に散

乱している。「海外は汚いって聞いてい

たけどこんな感じか～」と。しかし数日

が経ちその光景に慣れてくると、私の認

識は変わった。「別にゴミ片付けなくて

も問題なく生活できるよな？」と。私は

何か根拠があって掃除が重要だと考えて

いるのではなくて、ただ「ゴミを片付け

ないとヤバい！」という意識が刷り込ま

れているだけだった。そう考えると、町

中にゴミが放置されている状態は不思議

でも何でもない。振り返るとこれは日本

の中でも同じことで、極端に部屋が汚く

てもケロっとした顔で生活している人は

ごまんといる。この研修の目的は環境問

題の啓発であるが、「本当に我々は環境

教育をできる立場なのだろうか？」「地

域それぞれの文化や美意識の問題と分離

不可能なのでは？」とわからなくなった。

この問いについては今でも答えは得られ

ていないし、まだ世界的なコンセンサス

がないからあの通りのゴミはそのままな

のだと思う。 

 これらの経験を踏まえて、私のこれか

らについて考えてみたい。もともと私は

将来について計画的に考える想像力が希

薄で、この研修についても特に具体的な

ゴールを設けていない。そんな自分自身

の意識からしても、今回の研修を振り返

っても、やはり今回の経験が直接何かに

役立つことはないと思う。それよりもも

っと漠然としたもの、「人から見た自分」

の意識(メタ認知？)や、柔軟かつ冷静な

状況判断などに貢献するように感じる。

これらの能力はもちろん日本にいても

日々磨かれ、それが積み重なって人間性

を形成するのだが、「外国人としてその

土地を訪れる」「決まった仲間と寝食を

共にする」といった各要素が普段より劇

的な内省の機会を齎したと思う。 

 今後の私の人生がどうなろうと、どこ

にいようと、何をしようと、そこにある

空気を感じて、匂いを嗅いで、何か考え

て発見して、そうした営為は死ぬまで変

わらないだろう。今回の研修ではそれを

再確認できたが、いつかこの世界認識を

も打ち破る体験ができるのなら楽しみだ。 

おわりに  

～For all participants with me～ 

In the end of this essay, I’d like to thank all 

participants and ERECON staffs. I was 

nervous at the start of the tour, because I didn’t 

have any confidence in my international 
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communication skills. However, everyone 

didn’t make walls to communicate with each 

other, so I could relax and enjoy this tour. 

Especially I’d like to appreciate Group C 

members. We had had different ideas and 

experienced a lot of misunderstandings in 

group discussions. But we could finally make 

agreements every time and make it to the final 

presentation without any conflict or 

resignation. I suppose it made the success that 

everyone didn’t give up telling us our own 

ideas and their advantages. At the same time, 

we always tried to understand the contents of 

ideas carefully, I was surprised by the attitude, 

and it was impressive. In addition, I think the 

most important thing is we could enjoy these 

struggles! I “believe” we can consider 

memories in this tour as our happiness. 
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未来世代のために： 

環境ワークショップから得た学び 
 

 

 

込谷 可菜 

青山学院大学 地球社会共生学部 2 年  

はじめに 

私はこの研修を通して、「私たちが普

段見ている世界はほんの一部に過ぎない」

ということを実感しました。実際に現地

に行き、自分の目で見て、耳で聞き、体

験することの重要性を強く感じました。

研修ではカンボジアの 3 つの都市を訪れ、

さまざまな施設を巡りながら、環境問題

や持続可能な森林保護について考察しま

した。特に、現地の小学校・中学校で実

施した環境ワークショップが印象に残っ

ています。 

環境ワークショップでの学び 

このワークショップには、日本国内の

さまざまな大学や専門分野の学生が参加

していました。そのため、自分では思い

つかないような新しい視点や意見に触れ

ることができ、とても刺激的でした。ま

た、カンボジア王立農業大学（RUA）の

学生とも協力しながら活動を進めました

が、私たちが使える言語は日本語か英語

であり、現地の学生とはクメール語を話

せる学生を介しての意思疎通が必要でし

た。 

お互いが第一言語ではない言語で話し

合い、共有することは決して簡単ではあ

りませんでした。しかし、私たちは「子

どもたちに緑や森林を身近に感じてもら

う」という共通の目標を掲げることで、

一つのワークショップを完成させること

ができました。 

最初に小学校でワークショップを行っ

た際には、子どもたちが私たちの予想通

りには動かないことや、そのエネルギー

の大きさに圧倒されました。この経験を

活かし、中学校でのワークショップでは、

生徒自身が自分の身近な環境について考

え、話し合う時間を設けました。すると、

彼らはすでに身近な環境について一定の

知識を持っており、それをどのように活

かしていくかを考えることが重要だと気

づきました。このように、試行錯誤を重

ねながらワークショップを作り上げたこ

とは、私たちにとって大きな挑戦であり、

貴重な経験となりました。 

カンボジアの現状を知る 

私の通っている地球社会共生学部では、

東南アジアの経済発展と共生のあり方を

学んでいます。これまではデータや写真、

映像を通してカンボジアについて学んで

きましたが、現地に行くことで、これま

で知らなかった情報が次々と飛び込んで

きました。日本からでは見えなかった複

雑な社会の仕組みの中で、人々がどのよ

うに暮らしているのかを実感することが

できました。この研修を通して、データ

や情報だけでは理解しきれない現地のリ
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アルな状況を知ることの大切さを改めて

感じました。 

多様な人々との交流 

この研修の大きな魅力の一つは、日本

全国から集まった学生や現地の学生と交

流できることです。9 日間という短い期

間で新しい人々と仲良くなれるか不安も

ありましたが、実際に会ってみると、ど

の学生も優しく、しっかりとした考えを

持っていました。互いに異なる価値観や

意見を共有し、それぞれの専門知識を学

ぶことができたのは、非常に貴重な経験

でした。 

また、現地の学生とは、日本とカンボ

ジアの文化の違いや大学の授業スタイル、

生活スタイルについて語り合いました。

このような身近な話題を共有することで、

より深い理解が生まれました。この出会

いは、この研修がなければ得られないも

のであり、今後もつながりを大切にして

いきたいと思います。 

今後の目標と研修の意義 

今回の研修を通して、「一人で何かを

変えることの難しさ」を改めて感じまし

た。しかし、複数の人が協力し、知識を

共有することで、より良い解決策を見つ

け、持続可能な社会を築くことができる

のではないかとも考えました。 

私は将来的に、この研修で得た経験を

活かし、国際的な環境保護の分野で学び

を深めたいと考えています。他国の人々

と協力し、地球規模の環境問題に取り組

む活動に貢献していきたいです。また、

次世代の若者たちがこのような研修に参

加できるよう、支援団体の活動にも関わ

りたいと考えています。私たちも「緑の

募金」という団体の支援を受けたことで、

経済的負担を軽減しながら研修に参加す

ることができました。このような機会を

より多くの若者に提供するために、私は

今後も支援団体を支持し、協力していき

たいと思います。 

まとめ 

この研修は私にとって、ただの学習の

場ではなく、多くの人との出会いと新た

な発見の場でもありました。実際に現地

に行き、自分の目で見て、耳で聞くこと

で、データでは分からなかった現実を知

ることができました。また、異なる文化

や価値観を持つ人々と協力しながら一つ

の目標に向かって活動することで、コミ

ュニケーションの大切さやチームワーク

の重要性を実感しました。この経験を今

後の学びに活かし、より良い未来を築く

ために行動していきたいと考えています。

そして、私たち若者が環境問題に関心を

持ち、持続可能な世界を目指して行動す

ることが、未来の社会を変えていく大き

な一歩になると信じています。 

To my buddy 

Thank you for your support during my stay in 

Cambodia. I am very happy to have been able 

to work with you as Group C to do so many 

things. I know it was difficult for both of us to 

communicate in a language that is not our first 

language but thank you so much for not giving 

up and trying to communicate with us until the 

end. I am glad that we could have a lot of 

conversations and became good friends, and 

that I now have a purpose to go back to 

Cambodia. If you ever come to Japan again, 

please contact me. I will show you around and 

teach you many things! Until we meet again, 

take care. 
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小中学校における環境教育の重要性と 

新たな可能性 
 

 

 

三浦 公希 

 獨協大学 外国語学部 3 年  

この研修を通して、私は農村部の森林

資源の保護には、小中学校に通う子供た

ちに対する継続的な環境教育と、それを

実践する機会を与えることが重要である

と考えました。私達が実際に訪れた小中

学校は、どちらも農村部に位置しており、

豊かな森林資源に囲まれているという環

境でした。その中で生活をしている子供

達に対してワークショップや植林活動と

いった環境教育を行いましたが、森林に

興味を持っている生徒が少ないこと、森

林に対する意識が低いことが自分にとっ

ては意外なことでした。例えば、授業中

楽しそうに植林活動をしているように見

えた子供達でしたが、よく見ると昨年植

えた木がほとんど枯れてしまっているよ

うでした。話を聞く限り建前上は乾季だ

からという理由であり、本音は面倒であ

ることがわかりました。 

また、農村調査の際に村の子供達 20人

程度に将来何になりたいかという質問を

した際には、ほとんどの子供が医者や教

師等の森林と直接的に関係しない職業を

希望していることが分かりました。この

背景には、給料や森林活動そのものの魅

力が低いことがあることが考えられます。

実際村人によると、若者のうち 60%は学

校を卒業後村の外に出稼ぎに行ってしま

うそうです。一方で森林に興味はある

か？という質問もしましたが、森林に興

味がないと答えた子供も 1 人もいません

でした。 

森林活動は他の領域の活動と比べると、

比較的時間のかかる活動であることは明

らかです。例えば木を植えてそれが成熟

するためには何十年もかかってしまい、

森を作るとなると 100 年単位の時間が必

要となります。それゆえに早期に森林問

題に取り掛かる、新しい知識や技術を取

り入れることを考慮すると若い世代、と

りわけ小中学生を教育することが最も効

率的であると私は考えました。 

それには継続的な環境教育と実践的な技

術を与える機会が必要とされます。現在

のカンボジアでの小中学校では、今回私

達が行ったような活動はほぼ行われてお

らず、日本でいうところの部活動のよう

な活動も行われていないようです。つま

り学校で得た知識を実践する機会が少な

いということになります。これでは森林

保全はおろか、他の職業を目指す生徒達

にとっても良い環境であるとは言えませ

ん。そこで日本における部活動のような

課外活動を学校教育に取り入れることに

より、子供達にそのような機会を与える

ことができます。例えば森林に興味を持

つ子どもたちに対し、課外活動という形

で放課後に植林活動を体験させたり、森

林保全に携わる人との交流を促したりす

ることによって実践的な技術知識を得る
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ことが期待できます。また顧問の先生を

地域の人々(私達が訪れた村で言えば村

長やお母さん達)に依頼することによっ

て、教員の負担を減らすだけでなく、よ

り経験を持った人々からの指導を受ける

ことが期待されます。 

この研修を終えての今後の抱負は、教

育支援を行う上では現地視察を大切にす

るということです。当然同じ国、同じ村

の学校であっても、それを取り巻く環境

は大きく異なります。今回訪れた村にお

いても、多くの子供がスマートフォンで

YouTube を視聴する姿を見かけましたが、

それが全ての村で見られるかは定かでは

ありません。より辺鄙な地域では、そも

そも電波が整備されていない可能性や、

そもそもスマートフォン自体を知らない

可能性もあります。それゆえに教育支援

を含む国際協力をする際には、実際に現

地を訪れ、その地域特有の問題や環境を

考慮していかなければならないことが本

研修を経ての抱負です。 

Message to my buddy 

Dear Rei 

Thank you very much during our staying in 

Cambodia. Thanks to you, we could learn 

everything about environmental issues in 

Cambodia. Especially in primary school and 

secondary school, we could not have 

conducted our projects without your 

assistance through interpretation.  

Thus, I want to help you in Japan if you are 

allowed to stay Tsukuba university in Ibaraki 

prefecture. At that time, I will introduce many 

Japanese culture and landmark. I hope to be 

able to meet you again and enjoy Japanese 

culture.  

Best of luck!!  Koki Miura 
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かけがえのない 1 週間  
 

 

 

 

清水 葉 

信州大学 農学部 森林・環境共生学コース 1 年  

たった１週間程のカンボジア研修を通

して、目まぐるしいほど充実したスケジ

ュールとグループワークの渦中で、私は

学ぶ時間と考える時間を得ることができ

た。 

 たった１週間では、カンボジアという

国の一面しか見ることができていないは

ずなのに、カンボジアが大好きになっ

た。今回の研修は、私にとって初めて途

上国を訪れる機会だった。ずっと夢見て

きた熱帯雨林を見て、森を学ぶつもりで

参加した。しかし、訪れてみると、私の

心に響いたのは人だった。研修では、歴

史的な背景、社会的、気候的な変化な

ど、様々な要因が人々の暮らしに影響を

与えていることを学び、その学びが実感

となっていった。しかし、それ以上に、

人々が今を笑顔で生きていることが印象

的だった。楽しいことばかりではなくて

も、何の見返りもなくても、毎日観光客

に笑顔で手を振り返している人々がすご

く温かかった。私は今まで未来ばかり見

て生きてきたから、このカンボジア研修

に参加できているのかもしれないが、幸

せいっぱいの今を生きることの尊さも忘

れたくないと感じた。カンボジアの人を

知れば知るほど、自分はどうだっただろ

う、この素敵な子供たちの将来はどうな

るのだろう…と、自分に問いかけるよう

になった。 

 また、１週間とは思えない濃厚な時間

を素敵な仲間と過ごせたことに大きな意

味があったと思う。様々な大学から来た

研修生は、いろいろな背景や夢を持ち、

しっかりと努力できる先輩たちだった。

メリハリのある活動、発言を裏付ける証

拠や事実確認を怠らないこと、日々の努

力を積み重ねること…など、先輩の姿勢

には私に足りないものが詰まっていてと

ても感銘をうけた。また、グループワー
写真 1 トンレサップの森 

写真 2 小学生とリザ 
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クの中では、コミュニケーションの壁

や、しっかりと考える性格をもつ班員同

士の意見のぶつかり合いもあった。案出

しや議論を楽しめる空気づくり、意思疎

通のサポートに私なりの全力を尽くした

つもりだったが、スムーズとはいえない

活動だったと思う。それでも、最後まで

突き詰めて話し合い、環境教育や農村調

査に取り組んで、やり遂げた達成感をグ

ループ C で共有できたことは自分の宝物

になった。  

今回の研修を通して、本当に様々なこ

とを学ぶことができた。進路や具体的な

目標が定まったわけではないが、研修の

経験が様々な場面で役に立つことは間違

いないと思う。また、心に決めたことが

２つある。１つは、自分自身の選択を信

じて、全力で取り組んでいくこと。農家

や廃棄野菜の現状を知って、ゼロから団

体を立ち上げて、人をまとめて、仲間と

勉強し成長できる方法を考えて…人や地

球の役に立つ活動とか、そんな理想に関

係なく課題だらけの日々から抜け出した

つかの間の時間だった。そして、たとえ

途方もない道のりでも、心からやりたい

と思う自分の情熱と行動は、自分で応援

できるようになりたいと思った。この研

修で学ぶ過程と学ぶ姿勢の大切さを知っ

た。日々の学びと環境のありがたさを知

った。覚悟を決めてやっている時点で正

解に違いないと思えたし、今できること

に全力を注ごうと改めて思った。 

未来の自分へ、「あなたは、学生団体”

あるとない”を、やり尽くしましたか」

もう１つは、あの景色を忘れずに生きて

いきたいということ。カンボジアの人々

の生きざまを垣間見て、私はどこか解放

感と責任感を感じた。どんな将来が自分

を待っていたとしても、自分の置かれた

場所で生きる私の頭の片隅にカンボジア

で感じたものを留めておきたいと思った。

そんな、かけがえのない１週間だった。 

最後に、この素晴らしい機会をくださ

った関係者の方々、緑の募金をくださっ

た皆様、そして最高の仲間たちに深く感

謝を申し上げます。 

Message to our buddy 

It was amazing to meet you. I am going to see 

you again somewhere, so let’s keep in touch 

and let me know anytime! My experience in 

Cambodia was meaningful totally thanks to 

your word, experience and passion.  

Thank you and I wish 

you the best of luck.

写真 3 グループ C 
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